
  

 

 

  

今年度に入り、自主製品の作成に力を入れているみどり園ですが、 

このたび、玄関脇のスペースに自主製品の販売コーナーを設けました。 

コーナーのデザインや装飾は、利用者さんと一緒に考えて、創作活動の

時間に作りました。 

主力商品として、好評のいちご型アクリルたわしの他に、ストラップや

キーホルダーも、可愛らしくレイアウトされていますので、来園された

際には、ぜひ手に取ってご覧ください。 

皆さんの来園をお待ちしています！ 
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活動室３ 

活動室３では、天王町にある『スカイキング』に行ってきました。 

『なんてん』で何度か紹介しているこのお店は、県央福祉会が経営しており、ピザが

自慢のお店です。以前、みどり園に通所されていた利用者さんが現在働いていること

もあり、今年もお出かけしました。 

もちろん、美味しいピザを堪能することも、大きな目的です。 

人気商品のマルゲリータの他に、グラタンやパンケーキなど新メニューも注文し、み

んなでシェアをして、色々な味を楽しみました。 

もちもちとしたピザ、イチゴソースが掛かったパンケーキ etc…どれも絶品です。最

後には、みんなで記念写真を撮りました。 

懐かしい利用者さんとの再会もあり、明日からの元気を沢山もらいました!! 

                                   (小野寺愛美) 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動室4 

芸術の“冬？”になってしまいましたが、活動室4の利用者さんで 

『輝いている神奈川のアールブリュット展』に行ってきました。 

ほっとアートカレンダーの原画などが数多く展示されており、みどり園で作った作品

もいくつか展示されていました。利用者さんは自分たちが作った作品が立派な展示会

で披露されていることに、嬉しく思っているようでした。 

また様々な作品を見て、「今度、こんな作品を作ってみようか」など、芸術的センスに

一層磨きをかけているところです。      (福田恭平) 

 

 

 

 

 

 

 

活動室報告 



    ～職員紹介コーナー～ 

みどり園職員が思い出の味としてエピソードを紹介します。 

 

   
   

 

 

 

 

 

私の忘れられない味は、お弁当の卵焼きです。ただのお弁当ではありませ

ん。運動会という、とても特別な日のお弁当の卵焼きです。運動会という一

年で緊張する中の唯一のホッとできる瞬間でした。母の笑顔、妹の眼差しそ

んなものを真っ向に受けながら、食べたあの味は一生忘れることの出来ない

伝説の味となりました。           (川原慎司) 

 

 

 

 

ここでぶれいく  クイズ！ 
問題 I： おせち料理に欠かせない『伊達巻』。さて、伊達巻の語源はいったいなんでしょうか？ 

 

① 伊達正宗                ② 伊達(豪華)な食べ物 

③ 伊達者(おしゃれ)        ④ 伊達公子 

 

問題 II： 日本では、ニワトリの鳴き声は「コケコッコー」ですが、フランスではニワトリ

の鳴き声はどのように表現されているでしょうか？ 

① キケリキー        ② クックドゥードゥルドゥ     

② トゥイートゥイー      ④ ココリコ 

 

 

私の忘れられない味 



 

１月の予定 
月 火 水  木 金 土 日 

1 

元日 

2 3 4 

 

5 6 

開所日 

7 

 

9 

成人の日 

10 11 

 

12 13 14 

 

15 

16 17 18 

13:30降園 

19 20 

 

園内泊→→ 

21 

開所日 

→→ 

22 

 

23 

 

24 

全体外出 

イチゴ狩り 

25 

 

26 

 

園内泊→ 

27 

 

→→ 

28 

 

29 

 

30 31 

 

    

 

～～～～～～～～～～～～ク イ ズ の 正 解～～～～～～～～～～～～～～  

問題 I：正解は、③の伊達者です。伊達巻は、江戸時代に長崎から『カステラ蒲鉾』として伝わり

ました。その見た目が、伊達者(おしゃれな人)たちの着物に似ていたので『伊達巻』と呼

ばれるようになりました。 

 

問題 II：正解は、④のココリコです。①はドイツ、②はアメリカ、③はイギリス、と国に

よって様々です。同じ鳴き声を聞いても、表現方法はこんなに違うのですね。 

日本でも、江戸時代には『東天紅(トウテンコウ』と表現していたそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記  

 あけましておめでとうございます。新たな年を迎え、皆様いかがおすごしでしょうか？ 

昨年は、慌ただしく毎日を過ごすことで、精いっぱいな一年でした。今年はもう少し気持ちに余

裕を持って色々なことを楽しめたらと思います。2017年は酉年。今年もみどり園職員一同、力を

合わせて大きく羽ばたいて行きたいと思います。どうぞよろしくお願い致します。(木村亜紀子) 


